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第４章 ⽅法書についての環境の保全の⾒地からの意⾒の概要 

 

環境影響評価⽅法書について、市⺠等からの環境の保全の⾒地からの意⾒は表4-1に⽰す

とおりである。 

 

表4-1 ⽅法書についての環境の保全の⾒地からの意⾒ 

以下、景観への配慮に絞った上で、意⾒を述べる。 

計画概要によると、事業規模から、これまでの札幌には無い壮⼤なスケールを有したボリュ

ームが⾒えてくる。周囲の⾼層建築物との関係を思うと、それは道都のスカイラインの頂点を

成し司る存在へなることが想像できる。つまり、建物のデザインが『街のイメージ』形成に影

響を与えるほど、重要な計画事項といえる。 

そのイメージに直結する『建物の⾒え⽅』について重視するべき事項として、“北海道・札幌

の国際競争⼒をけん引し、その活⼒を展開させる『起点』の形成”を⽬指す前提条件を踏まえる

と、ある程度の象徴性がみられるデザインが本計画において必要とされるのではないだろうか。

それは「優れた事例」であることを前提とするが、都市発展の様⼦を視覚的に顕在化すること

で、都市景観に対する市⺠意識を⾼め、景観の保全へつながる契機に本計画が活かされるべき

であると考える。 

建設地の場所性、超⾼層という特性から、⽬⽴つ建築物であるのだから、様々なシミュレー

ションの元、『道都札幌の⽞関⼝にふさわしい』北４⻄３の場所にあるべき⾼層ビル像を設定

されたい。東京をはじめ我が国の⼤都市圏においてこのクラスのハイスペックビルは⼀般的な

存在となりつつある現代ではあるが、札幌にも同⽔準、それ以上の優れたランドマークが出来

ることで特に北海道・札幌の若者が夢や希望、地元愛を深め、道外への若年層⼈⼝流出抑制に

繋がらないだろうか。街のイメージを⼤きく変えるほどの事業計画は、そのスケールメリット

を⼗分に⽣かし、都市活動に貢献することは、与えられた⼀つの使命であると考えられる。 

おわりに、今後も変化の著しい都⼼のスカイラインを念頭に、秩序と多様性が保たれた新た

な都⼼のまちづくりロードマップを当該計画が輝かしいパイオニアとして先導し、美しく、新

しい札幌の景観形成につながることを期待したい。 

 

  



 


